第１回　鎌倉市観光基本計画推進委員会　会議録
日時　：平成３０年３月２９日（木）１０時半～
会場　：鎌倉市役所本庁舎２階全員協議会室　　
参加者：別紙出欠表のとおり
【委嘱状交付】
【各委員の挨拶】
事務局　委員1名欠席、委員もう1名は現在のところ欠席です。

事務局　委員長についてですが、計画策定時にも委員として携わっていただき、大学でも教鞭をとられている海津委員に委員長をおつとめいただきたいと思います。次に、副委員長についてですが、計画策定に携わられた仲田委員か藤川委員が適任かと思いますがいかがでしょうか。おつとめいただければと思いますが、いかがでしょうか。
委員　　仲田委員にお願いできればと思います。
事務局　委員長からご挨拶をお願いします。

委員長　この委員会は、計画推進委員ということで現行の計画の推進を確認することが作業と認識しています。また、これからどうしていけばいいのかという議論についても進めていき、観光課だけでなく関連する部署の方についても巻き込み、皆がもとめる鎌倉像がこの場で作れればよいと思っています。
　　　　先日ニセコに伺った際、米国テロ以降、比羅夫坂のスキー場付近では８割９割の不動産が外国人によるものとなっている状況となっており、現地の自治体はどのようにこの状況をマネージして行くのかについて、非常に頭を悩ませている状況であった。鎌倉はまだその状況になっておらず、まだ間に合う状況であると認識しており、皆様と求める鎌倉像を作っていきたいと思います。
副委員長　私は普段お寺におります。お参りにいらっしゃる方にどのように鎌倉の魅力、お寺の魅力を知って頂けるかを日々考えながら、過ごしております。最近では宗教を超えて色々なつながりが出来て来ています。専門的な知識を有する方々と意見交換ができるということで楽しみにしております。忌憚のない意見交換ができればと思います。

　　　　ここで話しあった内容を仲間のお寺と共有してまいります。よろしくお願いします。

事務局　今後の進行は委員長に行っていただきますが、その前に本委員会の運営について確認しておきたい事項があります。資料２、施行規則第４条において、「会議は公開とする。ただし、委員長が公開することが適当でないと認めたときは、公開をしないことができる」という規定があります。本日の議題の内容については特段秘匿するものではありませんので、原則どおり公開とするのが妥当だと事務局は考えておりますが、委員長のご判断はいかがでしょうか。
委員長　公開でよいと考えますが、委員の皆様はいかがでしょうか。
委員　　異議なし。

事務局　会議は公開ということを確認しました。続いて、会議録の取扱いについても確認します。会議と同様に原則公開となりますので、委員会終了後、各委員に発言内容を確認していただいた後にホームページ等で公開したいと考えております。その際には忌憚の無い議論の妨げとならないよう委員名を伏せた形で記載したいと考えていますが、いかがでしょうか。
委員　　異議なし。
事務局　会議は公開ということで進めさせていただきたいと思います。また、傍聴についても認めたいと思いますがいかがでしょうか。
委員　　異議なし。
事務局　傍聴の取扱いについて提案します。会議中の傍聴者の発言、会議の録音・録画・撮影等は認めないこととします。また、資料につきましては、「鎌倉市審議会等に関する指針」第3条第3号オにより、会議を公開するときは、傍聴者に対して原則として委員に配付された公開に係る議題の資料と同一の資料を閲覧に供することとなっており、また傍聴者からの求めに応じ、資料を提供することが基本となっています。このため、本委員会においても、指針に沿って資料の持ち帰りを認めることとします。いかがでしょうか。
委員　　異議なし。
事務局　早速ですが、本委員会があらかじめ、公開となることを想定し、事前に傍聴者の募集を行いましたが、応募者はいませんでした。では、ここから委員長の進行をお願いします。
【資料確認】
委員長　それでは、議題に入ります。議題１の「第３期鎌倉市観光基本計画」の概要について、事務局の説明をお願いします。
【事務局概要説明】
委員長　追加資料６の右側の要約が65ページに入っているという形ですね。推進委員会と実施体制が二重構造となっている。これについては次回この構造を解消するものをご提案いただくということです。第三期鎌倉市観光基本計画は二年前に立ち上がりまとまりましたので、数値的なことは次の議題でお話するということで、この基本計画についてまずはご質問いただきたいと思います。

委員　　観光を考えて行く時にどう言う観光をやりたいのかというのが大切になる。数を増やしたいのか、お金を増やしたいのか、滞在時間の短い人に沢山来て欲しいのか。色々と目標があると思う。私は仕事でマカオ政府観光局の日本代表についていますが、宿泊稼働率が92%となっており、日帰りを増やそうという施策を打っている。

　　　　基本計画の最初のところ20ページに記載されている観光・交流人口の増大という目標が記載されていますが、これでよいのでしょうか。
　　　　まずこの前提でよいのかをクリアにして欲しい。

部長　　観光・交流人口の増大ですが、それを受けて経済効果を増大していく。2000万人近い観光客を2500万人にしようという数の増大を目指した計画にはしていません。市民生活に影響を与えず、客数を増やさずに分散化を図って快適な市民生活を実現したい。また、高齢化により日本人観光客が減る中で質を高めたいという目標もある。

　　　　28ページに延べ観光客数は現状維持と記載させていただいており、質を高め、経済効果を求めていくという姿勢を示しています。
委員　　私もそのように理解している。観光・交流人口の増大と言ってしまうと、観光人口を増やす捉え方をされてしまうかと思うので、この部分はもう少し違う表現があってもよいのではないかと考えます。
委員長　これは、作ってしまった計画なので、次の見直しの段階で表現を見直して行きたいということになろうかと思う。
委員　　管理委員会、進行管理など、鎌倉市が取り組む観光全体の説明をもう一度していただき、我々がそもそも何をするのかという趣旨を説明をしていただきたい。

委員長　鎌倉市観光基本計画を適格に推進しているのかをチェックする委員会です。先ほどありました65ページないしは追加で配られた図の中で進行管理体制の図の中で入っている鎌倉市観光基本計画推進委員会が本委員会ということになる。PLANしたものが、CHECKしていくのがこの委員会に課されている役割だと考えている。
　　　　事前のミーティングであったのが、鎌倉の観光がどうあるべきかということを検討していくこともこの委員会の役割だと考えている。現状の問題、これからの予測は刻々と変わっていくので、基本計画をどう誘導して行くのかを考え、取り組み実行部隊に伝えていくということになろうと思う。
　　　　その中で全体がどうあるべきかというのは、この委員会の中でも意見が出てくるところになると思う。

委員　　どなたが、どういうグループの方々がどういう趣旨で作ったものに対して我々が何を言ったらいいのかが分かればと思う。
委員長　鎌倉市の観光施策がどのように進められているのかということと今回この委員会に求められた役割をもう一度説明してほしい。

事務局　推進委員会は進行管理する場。協議会は３５人位の体制でアクションプランが策定された場。今後、策定されたアクションプランの絞込みを含めこの委員会の場で議論していきたいと考えています。

委員長　アクションプランの素案がないのでどういったものが挙げられているか分からない。

委員　　　アクションプランはどこが作るのか。

事務局　推進協議会が作るもので、それ自体は出来上がっている。
委員長　協議会は市が作っているのか。
事務局　はい
委員　　基本計画の28ページのところに数値のところがあるが、どのような基準で作っていったのでしょうか。延べの観光客数は現状維持で、宿泊数17%くらい上げましょう、消費額は33%上げましょうということになっている。これはどういう考え、意図で目標値が設定されているのか。

委員　　一般の市民の立場でお話すると、様々な数値を伸ばすという前に、全体的な社会的なモラルやマナーの意識付けをやっていかないと、どんな計画を進めても意味をなさないと思います。その部分については、計画を読むとざっくりとした計画でしかないのかなと思う。どこに目的をもっていくのかも大切だが、どういう人達が来ていてどんな問題がおきているか、どういう風に観光していてどのようにお金を落としているのかということを本当に知っているのかと思ってしまう。
　　　　どこに目的を持っていくのかというのも大切だと思うが、その前にどういう人達が今来ていて、今どんなことが問題になっているのか、モラル等の意識付けの部分について見ていくことがアクションプランに繋げやすいのではないかと思う。
　　　　アクションプランを実行する人と考える人が違い、地域の人達へもきちんと伝わっていくのか、観光で来た人達にも伝わっていくのか、何か遠まわりな気がする。　
65ページ、追加資料を見ていると、遠まわりしている気がする。意味合いも分からない。
委員　　第二期の反省点を改めて確認いただくと、進め方の問題の本質が見えてくると考えられる。年二回やっているだけで実効性はあるのか、どの深度で話をすればよいのか、求められている役割は何かなどより明確になると思う。いつまでに何を等大枠の目的が必要となる。
委員長　第三期の基本計画の内容の話から、今後どうするかという話に移ってきてしまっているので、資料５のデータの説明をいただいてから、組織のあり方についても「その他」の議題の中で取り扱いたいと思います。それでは、資料５の説明をお願いします。
【資料５説明】

委員　　宿泊数にAirbnbなどの民泊は含まれるのでしょうか。
事務局　民泊の宿泊者数は含まれていません。
委員　　市民意識調査はどういう方法でいつやったものですか。

事務局　無作為抽出された市民に対して例年実施している調査です。

委員　　調査方法について見直しはあるのでしょうか。

事務局　　他の行政サービスに関するアンケートと合わせて実施されるものであり見直しについては、この委員会でのご意見に応じた対応を検討していきたい。

委員　　　市民意識調査の結果はあまり参考にならないのではないかと思います。

委員長　　調査サンプル数のN値何件あったのか、他の課の調査を引用しているのであれ
ば根拠となる参照URLを示したほうがよいと思う。
委員　　　Airbnbの数値も非常に参考になると思うので、Airbnbに連絡して、鎌倉にどれくらい宿泊しているか確認できるのではないか。滞在時間は、スマホでもデータ取得できるのではないか。
委員　　　民泊については、規制が入ってくるので、これから数値が分ってくるのではないかと思う。Occupancy rateという何部屋あって何部屋埋まっているのかという数値も参考になる。インターネットで鎌倉の宿泊予約をしようとしても宿が無く予約が難しい状況である。
　　　　　宿泊金額に応じた利用状況Ocupancy rateを調査できるのであれば、調査した方が良いと思います。

　　　　　役所の調査は３年くらいかかってしまう。現状のデータも2016年の訪日旅行者のデータになってしまっている。ホームページからSNSへ変わってきている

　　　　　これまでの観光情報は旅前情報が重要であったが、最近では、旅中情報が重要となってきている。

　　　　　鎌倉については、インタビューを中心とした定性的な調査が必要となると思う。

委員　　　宿泊の話が出たので、横浜の稼働率は90％くらいであるという状況。観光における人材確保の問題。宿泊施設が多くなっても、清掃等に従事する人材についても着目しなければならない。１０年計画となっているが、３年ごとにアクションプランを見直せる状況が必要となる。
　　　　　神奈川県については、３年ごとの計画を策定している。中間見直しをしたり、短期間で見直しができるようにしたほうがよいと思う。

委員　　　組み立てが見えない。どういうふうに変えたのかどのように変えたいのかが見えない。

委員　　　鎌倉市全域の話なのか、旧鎌だけの話なのか。

事務局　　WEB上、アンケートについては旧鎌に限定したものではない。

委員長　　WEBアンケートのやり方については整理したほうがよい。

委員　　　市としてはDMOの扱いはどのように考えているか。

事務局　28年度予算で調査した。担い手が観光協会や商工会議所など主体的にどこが動くのか明確となっていない状況。
委員　　　DMOがなぜでてきたのかという経過を考えなければいけない。DMOをどうするかということは大切な問題で、鎌倉全体を会社として考えて、どのように経営していくのかを考えなければいけない。

副委員長　マナーについては、受け入れる側が啓蒙活動をすればよいと思っている。また、鎌倉にあった評価の基準を榊原委員からもご提案いただければと思う。

イェンセン委員も先ほど話された、Airbnbについてどのような観光客が利用しているのかということについてもご助言いただければと思う。
委員　　　鶴岡八幡宮の説明は駅を出てから八幡宮まで一切ありません。八幡宮のなかにも説明がないです。ごみを引き取るようにするのか、持って帰れるようにするのか。私の知っている外国人に鎌倉について少し調べてもらっても、武家政治にかわったから何だったのですか。何で小京都なのですかという質問が出てくる。いずれにせよ、駅から八幡宮まで何も説明が無いのは問題だと思います。

委員　　　マナー啓発について、商店会にやってくれと言われても、最近入ってくるお店も市外オーナーのお店が多い。狭い商店街の中で今日も３件閉まった。ごみもマナーも結局地元の商店街に様々な負担が生じている状況。

副委員長　説明書きはどこにあったらいいとお思いになりますか。SNSの情報発信のほうがよいと思いますか。

委員　　　色々なやり方が有ると思いますが、マカオは世界遺産の町で施設の近くにいくとその場所の説明が流れるようになっている。

　　　　　具体的に何をどのようにやっていくかというアクションプランを作るということを決めて行き、何かに特化したものをやっていく必要があると思います。

委員　　　鶴岡八幡宮は、ご存知のとおり非常に長い歴史があり、八幡宮の長い歴史を全て文字で盤面に表すということは難しいと思っている。

委員　　　私自身は、訪日外国人が快適に過ごせるような点に関する貢献ができればと思います。外国人向けのポスターを作成するのもよいと考える。例えば、竹藪の静かな雰囲気のお寺で座禅をしているなど鎌倉独自の雰囲気を出せるとよいのではないかと思う。
委員長　　鎌倉の観光を成熟させるための体制とアクションプラン、調査のやり方になっているかと言う点について見直しを行う点が多いと考えています。

　　　　　次回以降は、運営体制とこれからの管理に関する議論。鎌倉の現状とこうあってほしいという姿を共有できていければよいと考えています。

　　　　　アンケート用紙は次回内容を確認したいと思います。事務局から何かありますか。
事務局　　鎌倉駅東口の案内板、平成30年度と31年度の２カ年で東口の整備を行う予定であり、案内板のたたき台をお示ししている。市民向け、観光客向け、外国人向けなのか。こんな案内板があればいいんじゃないかという意見があればお願いします。

　　　　　また、推進体制についてどうしていくのかをご検討いただきたいと考えている。次回の開催については７月か８月で考えており、次回の議論次第で２回か４回となるということです。

委員長　　次のビジョンを作って行くと言う形で有れば４回ということがよいと思いますが。
副委員長　７月入ってすぐの段階でよいかと思います。

委員　　　我々のミッションが何なのかもう少し見えてこない。単なる助言者なのか、だれが決裁されるのか。意見を出して終わりなのか。

事務局　　意見を出して終わりではなく、内容を実現性のあるものにしていきたいと考えている。

事務局　　他の方の名前がわかるように

委員　　　私達のミッションがみえていないので、委員会としての意見について書きようがないなと思っている。DMOについてどう思うかなど、テーマを決めて意見を出し合ったほうがよいのではないかと思います。

委員　　　我々が口出していいところ悪い所も示していただきたい。

委員　　　推進協議会との関係も分からない。

事務局　　大枠のビジョンについて議論するのが、推進委員会、アクションプランを作り、実行していくのが推進協議会である。
委員　　　計画の改訂時に意見をいただくような場と考えてよいのですよね。

委員長　　さまざまな変化が有る中で、組織体制を環境に併せて柔軟に変更していこうということかと思う。
委員　　　この組織に対して市長が何を望んでいるのかが知りたい。

委員　　　戦略、全体的な戦い方を考えて行く。戦術、一つ一つの戦いを考えていく。

副委員長　委員に是非、戦略の立て方をお示しいただきたい。

委員　　　役所は様々な市民対応があるため、戦略を立てにくいので、DMOを作って進めていこうという形が考えられる。
　　　　　事実、市内に宿が無いなら、日帰りの人にお昼と夜を食べさせるなど、じゃあどうしたらよいかという戦術を考えるべき。ビジョンを持って、目標値を設定すべきであると考える。

委員長　　色々と話が出ましたが、時間も経過したので一度終了とさせていただき、事務局で今日の話し合いについて議事をまとめ、いくつか課題も出てきたので整理いただければと思う。
資料　４
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